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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　xypblH ycaap y「aacaH　IoM　ml・lr， xyp旦xyT「aap cmlnc311　K）M　ml｛r．
　　（雨水で洗った如く，鋭利なナイフで切り取った如く……うまく一致する，適郷する）
3Yゆyrは聡賎aH　Yrの申で最も難解なものの一つである。時代の差と岡時IC我々N本人との
間に於ける発想の違いをも認めねばならない。而も3YftP　yrは部分的，断片的思惟を更に比験
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を以て置き換えたものである。それが或る論理の帰結ではないだけに内包する意味の不確定と多
様性を無視する事は出来ない。3蝋PYrは会話中に挿入され或は文申に引用される事によりは
じめてその機能を発揮するものである。
　Cypraan　Yrは入幾大衆のfi々の仕事や生活に対し意見や教調を卒直に述べた二乃至四行から
なる詩形態の口承文芸である。L恥H瓢c翻ロ6蹴∂r，　OK）YH　TY砥YYp蔓にMmnaH3aHBaml〈ffnの
rYHrmbH　3yyrndH　r3r∋鐙翼麹aJITaH　cypraan等の教灘［的古典類は勿論，翼代の文学作晶にも
cypraa」I　Yrは多く利用されており．古来口承のものと創作のものとが各に作用し影響し合って
今臼に至っている。
　cypraan　Yrは内容がa＞i〈6aVlnnblK　HgHgH　Yrと極めて類似しているが両者の間には区別が存
在する。即ちcypraan　Yrでは呼掛け，断定，警告，調戒，　禁止等がa》K　6athllnSiH　ugllgff　Yr
に比し積極且つ直接的であり命令的である。邦語にした場含k～せよ，～するな，～する方がよ
い，～がよい，～すれば悪いミ等の形をとる。　例えば“a＞1〈τepeXirkl｛x3pr磁r　apra　3Yilrssp
rY融∋Tra，6aPb＞i〈甑gx∋∂P　M∋p》K甑，，（生活に方法をつくせ，つかんで食べるより噛んで食べ
よ）はcypraaA　Yrであるが，しかしこれが‘‘a＞K　Tepe瀾甑x3prl揃r　apra　3YixgSP　rY轍3Tr－
∋ngr，3aPb＞1〈1狐x∂gp　r　sp＞K瓢∂x”（生活に方法をっくし，つかんで食べるよりは噛んで食べる
事）となると積極的命令的教示とは言い得ず一般に生活経験を通じての洞察と見解を示している
に過ぎずa｝K6a触πbIH　U∂ligi－I　Yrとなる。　ax〈6a触πblH　99119H　yr　lまそれを読み域は［コにする
事によって，提起された問題の本質を悟り生活上の指標と教示を得るのであり　cypraan　yrよ
り消極的ではあるが愚索的である。
　CYpraan　Yrより学び得るものはモンゴル人民社会の慣書，遂徳及び生活，労働に関する墓本
的見解と規準である。労働者の誠実と協和を呼びかけ互助と忍耐を賞揚し，封建的権力，迷信，
追従，嘘偽，傲慢，軽卒，虚栄，強欲，暴虐，嫉妬，錯乱，野心，怠惰，利己主義等社会にみら
れるあらゆる人間悪を厳しく批判し如何に在るべきかを教える点，その述べる内容はax〈3a甑一
nblH　gaKgH　yrと全く変らない。以下に例を挙げる。
　　　XYHI・rk　9ρx39P　XY四gprYYn∋xggp，他人の権利で箪輪を回すより
　　　θePK員H　gpx∂gp　6ya　sprYYa．　　　自分の権利で心棒を回わせ
　　　XYH揃AYpaap　Toc　yyxaap，他入の意思で油を飲むより
　　　eθrH触∋pxsgp　yc　yy．　　　自分の権利で水を飲め
　　　XYH雌Aypaap　M〈apraxaap人の意患でたのしむより
　　　θePH触gpxeep　30B．　　　自分の権利で苦しめ
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Apra　fiAcaH　aMbTHblr　acap（萬策っきた者を救え神聖な書物で出来る限り勉励せよD
APIIyH　HaME　qaAaxaapaa　Xlaqgs！
AHr麟｝K　XYnggxgsp（口を開いて待ちもうけるより　鋤いて学べ）
Amn3a＞K　cyp．
6araflaa　HOMOH，II　cypq（子’供の時には書物で学び　青年時代には行なって学べ　）
M双9PT9≡）AB）K　cyp1
B？ie∋3acaxaap（風釆を改めるより　知識を磨け）
Sgnrg93ac．
θceXldiH　＞Kapranblr　成長の喜びを　薯びの中で考えるな
＞Kapran双　6HTrxth　60双，
ernθθmEA．　HaPblr　　朝の太陽を　太陽の下で考えるな
1’laPA　6UTrM藍　60A．
3朋a瓢aa　Ha甑axaap（運を当てにするより　意志にたよれ）
30pvarToo　Ha甑．
U∋∋＞Kgs　eprexeep（胸を持ち上げるより　仕事を向上させよ）
AXKnaaθpre．
6ypyy　6yXHvathF　6MeHggcgg　sp＞K（すべての誤りを吾が身に求め
ByflH　6Yx盟伽30BAoHrooc　sp．すべての徳行を苦しみに求めよ）
6yxaHA　Mθprexeep（仏に祈るより　仔牛を仕込め）
6Hpyyraa　cypra．
Myy　XYR磁eBer　60πoxo◎p（悪人の先祖になるより　立派な男の馬をひけ）
CathH　gPlanH　M◎P諮xgTθn．
yqHp　Mo双gxrYVa　KoeH　30Aoxoop　事理をわきまえぬノヨンになるより
yqMP　MgllgxrYth　600n　60n．　　　事理をわきまえぬ下僕となれ
〉〈arauaHrrYA　xaHb　HθxePT（離れ得ぬ朋友に　忘れ得ぬ悪目を吐くな）
巫apTa㎜rY負Myy　Yr　3YY　erYy”．
YrH蘭YHSH　Hb　caBxaH（琶葉の真実なるはよく　狐の赤きはよし）
YHsrHHR　ynaaH　Hb　cagxaH．
HoeHTo“xaHXXCHaac（ノヨンと親しくなるより　犬と親しくなる方がよい）
慧oxO盈0養xaHXAcaH　Aeep．
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6y．qriaini　yCbir　Aap＞1〈30．qoxryti（泉の水を圧えてはならぬ符徳の人を征服してはならぬ）
ByAHTaH　XYI舳r　6ynM〈60・ioxryii．
Ho61｛XY鷺雌r　IITr∋｝1〈60πoxr通（ノヨンを信ずる勿れ　生木に頼る勿れ）
Ho茸ToH　MoAblr　TY田K＞1〈60刀oxrY且，
Uy瓢acaH　CSTrgnlathr　KyKan！lar　　相集う心を疲労させ
UorllonCOff　6xeCliBr　T∂MUYYnA∋r　折り重なった体を相争わせる
ll∋Hrgrg　H∂PT　apx離r　U∂∂Pll9．　　享楽という名の酒をひかえよ
yilTrapaap　JIYYPc3H　op，llHOつc（倦怠に満ちた御殿よりも　喜びに満ちた堀立小麗
＞Kapranaap　AYYpcgH　oBooxoli　Assp．の方がよい）
AaBbiH　6aitxaA　XYH　TaHb（父のいる時に人を知り　馬のいる時に土地を知れ）
ArTHbl　6a負xa双pa3apτa｝lb．
　Mgprsu　Yrの起源は書物にあるとされている。それが何時頃からか口承文芸化したもので一
切の人間活動を総括し，それに対する深遠な教訓を目的とする四行又は六行の詩形態の言葉から
なっている。他のXgll91｛Yr程口承文芸としての普遍性を持たず書物と霞承文芸の中間に位置
する。但し形態上からは著作との区別は困難であり出典の研究が重要な課題である。内在する勧
善懲悪の思想はU鍼頒ysやcypraan　YPと同じであるがcypraan　Yrの如く薩接的，命令的
表現形態をとらず内容を一般的，総括的に述べている。而も叙述はIiglll∂H　Yrの頻く卑俗な知
識だけによらず書籍よりの知識が補足されている。純粋に口語的なものでない故，やや表現がか
たく救述が詳細である。卑俗性を以てu91x∂HYrとの差異となされているがかなり判別の難し
いものがある。
Bom雀C　蓋◎MCb1聾　XYq王径H
ハへ9Hre　300c凝ooc　x3TP3鍼3，
XYHK薮Y薩み双B3PH茸H　XYql珊
BOAIdiC　K）MCIac　x∋TP∂｝玉3．
物質のカは　黄金に勝り
物つくる人のカは　物質に勝る
Bspx　30BnoHr　Tsc99a・JLB3n　xaTyy＞K瀕，困難や苦しみに附える事が出来れば不屈であり
S∋px　Yitnnvar　6YTDS＞K　qaABan　XYwnT，　困難な箏業をなし遂げる事が出来れば有能であり
Bgpx　yTrblr　MgA∋｝K　qa双8an　xypu，　　　難解な意味を知る事が嶺来れば鋭く
Bopx　xopnonblr　xa餌y涯＞K　tla・JIBaA　6aaTap．苦しい害悪に報いる事が出来れば勇士である
3aPKM　x∂psrTθBC　M∋T，aapari｛Ban　30XHX或る事柄には草の如く圧えらるべきであり
3a四M　x∋p∂rT　ra．G　M3T　3azlapBa」130xuX　或る事構には火の如く燃えさかるべきであり
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　　　　　3aPHM　x∋p∂rT　3apq　MgT　xYurrllsH　fiB6a．1　30XHXS4る事柄には召使の如く温順であるべきであり
　　　　　3apPiM　xgP3rT　YYvl　MgT　6aT　cyyBan　30x｝lx．或る事柄には山の如く自若たるべし
　　　　　Ba照6yfiHTaii　fiBaxaA　　豊かで慈悲深くあると　愛惜し貯える事はむつかしい
　　　　　Xaゆ涯a＞K　raMHax　Hb　6apx，
　　　　　XoocoH　y．　yBxaPt朋axa江　　貧しく文無しであると　別れ離れる事はむつかしい
　　　　　Can＞K　xarauax　Hb　6spx，
　　　　　eHqMH　raHuaapaa　fiBaxa，n　孤児が一人でいると　悲しみ嘆く事はむつかしい
　　　　　ryHHxapg　rOM双ox　Hb　60px．
　　　　　yyPTaH　XYHτgR　Torerrox　r∋HgH　　　怒りっぽい人と遊ぶは愚か
　　　　　yxaaHr麟XYH麟r　cyprax　r∋HOH　　　愚昧な入を教えるのは愚か
　　　　　yfiryti　cgTrgXHtiv　xeFX〈eex　g　rgHgH　奔放な心を向上させるも愚か
　　　　　y鯉Y藍xyHTsB　xaH耶ax　g　r∂HSH．　　慈のない人と懇葱になるも愚か
Mgpr∂H　Yrは本来四行或は六行よりなるとされているが次の如きは内容的にみて，その詳細な
叙述的構成からMgprgH　Yrと解すべきである。
　　　　　∂BryR　xoep　xaaH　a諏a照aH双a藍ca田axaA
∂BT9益e8ro班SMrDH　xo芭p　cgTr∋訂H∂rTsva＞KapraHa．
　　　　　不和な二入の汗は各に殺し合って反目するのに
　　　　　仲むつまじい老人夫婦は心を一つに至福をたのしむ
＞KOPOO　Yrは特に言及しょうとする明確な内容を持たず，前の行の最後の語を次の行の最初
に置き，語と語を折り重ねた形態の詩である。簸近では金く忘れ去られ僅かに老人暦の記憶に止
まる程度に過ぎないが古くは可成り盛んであったと雷われる。教訓的内容は企く無い。以下の如
くである。
　　　　　Xoep　YYJIblH　xoopoH双xopro益XXgq∋r
　　　　　至＿工≡シ耳r3H双　H1）　皿grD≡≡》aJIT
　　　　　AnTaHA　ZZb　aPBaH　xgnx99，
　　　　　X9πx9∂HA　Hb　x99P　xyap，
　　　　　XyapaH双Hb　xyHTap　Hn》Klir，
　　　　　lin》1くrgHA　｝｛b　grgn　600JI，
　　　　　SOOAOHA　Hb　60n　ra置yy，
　　　　　FaAyy　Hb　ra3a茎）yc，
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　yc3HA　I・lb　yy．9　PtfO｝lro．ll．
二座の山の間に締の花
黄金には十の結び
藩会1こは　xyHTap（♪）　遜露，鴨
奴隷には灰色の驚鳥
水にはそれモンゴル。
花にはクミーズの黄金
結びには驚野の絵
簸藍馬にはありふれた奴隷
驚鳥には土地と水
　X◎pur◎O　Yrも特に霊及すべき意味内容を持たず二鴛つつが頭鰻をふんで出来た詩である。常
に一定の語で行を繰返し終らせているか或は他の語で終る場合もそのアクセントを正確に合わせ
ている。短膏節の語が音韻的奴果を考五愈しつつ極めてリズミカルに配列されているが，これは馬
の歩調に合せて語り得る為のものであり＞1〈OPOO　yrと同様雷葉や呼吸の調整，分析並に詩のリズ
ム感を会得させると共に会謡に均斉と調和を持たせるに数果を有する。cyAa」i6ap　m湖gr一修業
詩一として珍しくOYIbcroにもこの形態が相当に灘いられている。
双謝双3蕪x翼
llspc9王｛囎r麗至xy護
象三懸xy護
努c鰍1－IDrgl｛x翼
恥猛A◎鷺xy．n
TocOH囎rg｝亙xy護
ro｝｛ro｝｛xy誠
rypgn　難3r3黛　xyuE
デンデン葦毛
ハヤガネ草よ一頭の葦毛
ヤンヤン葦毛
骨よ一一’一頭の葦毛
　ドンドン葦毛
油よ一頭の葦毛
ゴンゴン葦毛
小麦粉よ一頭の葦毛
上の例をみても腿らかな如く隅一音籔の三語が各1こ一行おきに配列されて規顯的なリズムを繰り
返しており欝囎Hyr中最も膏楽的である。
　TYprsei￥rはわが園で書うた母に慮葉鳶である。その猛いは音声連続と発音矯正にあり此の
癒では＞1〈opoo，欝脚o◎Yrと一致する。しかも内容に教溺的要素も修辞的紛飾もみられず，む
しろ同一語の繰返しを故意に行って発音の困難化さえはかっている。全体が質問又は議論の形を
とるのが普通であるがそうでないものもある。
　　　A夢A∂9夢aPBaM－I　Taea｝I　Ta欝rhal・I　Ta脚鋤xapnar
　　　背申に，十五の　　肥えた　　斑の　農耕ナ灘
　　　ca解ar嬢§｛　Ta罪慾’　丁撲P躍　i”‘s＞K　se　yyraaA窪灘P
　　サルリック○クラク（酸乳）をタラクとVXって飲まずいかなる
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　　　ApBaH　TaBaH　TapraH　Tapみa藍xapAar　cap」lamtiH
　　　　十　五　の　肥えた　斑の　　農耕用　サルリックの
　　　Tapr！ithr　Tapar　　rg｝K　　yyX　B9？
　　　タラクをタラクといって飲むか
　　　MaHaX　xaa｝｛bl　MfiuraH　Mθ｝｛reH　6e：　6erpiBr
　　　私達の　浮の　　干の　　銀の　　　玉を
　　　瓢aRa叢；aaHbl　MfiHlaH　MSHFe”6GM6eT　6影！田P99双
　　　私達の　汗の　千の　銀の　玉ではないといって
　　　X∋磁爵xaaHbl　MgHraH　MOHrθH　6eM6erH藍r
　　　誰の　　汗の　　干の　　銀の　　　玉を
　　　八生aHa捷　xaaHbl　MffHraH　，N｛o｝｛rθH　6eM6er　r∂x　69？
　　　私達の　汗の　　干の　　銀の　　玉というのか
Tg3P　21．SDP　3玉｛脚聯P　6a負raa
　　　　？　上の　丘の南斜爾に　いる
　　　Myxap　xex　5yxa｝玉6fipyy
　　　角のない育い牡の小牛は
　　　Ta薮a羨　題yxap　xsx　6yxaH　6Hpyy　i◎y？
　　　あなたの角のない青い牡の小隼か
　　　八援aRa藍　瓢yxap　xex　6yxaH　6spyy　王く）y？
　　　私共の　角のない青い牡の小牛か
＞Kopoo　Yr，　xopmoo　yp，　TYpr3H　yrの三者に共通する事は何れも比較的畏く，リズミカルで
はあるが詩としての内容には極めて乏しく，同時に多分に歌謡的要素が加っている事である。こ
の点他のKgllgH貰と基本的に薩溺されなければならない。
　更に若干ではあるがUgiXSH　yrに一行態のものが存在する。長い期間中に本来二行であった
ものが一行に分離独立したものか或はもともと一行のものであるか明白でなく“HgKgH　YrMBH
AaAa9’」でもこの点にっいてはふれていない。これらは己に詩型としての枠を外しているが，比
喩譜謹，一舞的見解や事理，教訓等ll．OIIIOH　Yrとしての内容を十分異備しており，それぞれ
以上の何れかの分類に入るべき性質のものである。一行態の例は次の如くである。
　　　TaHrop　ra3ap　xoep　mffr　xo・1　！OM．（天地の差程ある）
　　　T3Hrgp夏磁琵Ayyr踊x｛鍵XYCgB　rsx　llllffr．（天の声を纏馬が望む如し）
　　　∂3｝｛曲Te」！ee　ry甑a脳30BHO．（主鴛の為に乞食が苦しむ）
　　　yc　xy’rryyAcaH　xyJlraHa　1IIIar．（水をかぶった鼠の如し）
　　　yc　qac　urxr　ypcax．（水や霊の如く流れる）
　　　XsnnyY　ra3ap　l　OA◎H　r・aAac　maax．（凍結した土地に木の杭を打込む）
　　　Xo印c3澱M　HSr　xy旛斑6麗丁双arr雅．（二本の剣は一一r9の鞘に収らず）
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UaraaH　Y’Hsgc　xaP　Tyran　rapxarryft．（白い牝牛から黒い仔牛は生れず）
3QP貯3a雌脳，6aPCtsm　6ercse環rap　Xlltllig．（勇気があれば虎の尻に乎を入れる）
jlaMbir　naMaap　co朋x　r∂x繊｛r．（ラマを以て’ラマに代える如し）
　　　　1，・，　　　　　　’　　　2
　モンゴルに階級祉会が発生して以来，常に二っの文1ヒが並霧して発達して来た。その一つは封
建領主やラマを中心とする封建主義文1ヒであり，奇一つは入民大衆の中にはぐくまれた大衆文化
であった。そしてitSl191・｛Yrは後者の華としてff三制時代をモンゴル人民と共に生き続け革命を
経た今日も進歩した民主文化の中にその生命を引継いでいるのである。古い蒔代に於ける一鍛民
衆の黄教に対するi3“　N的鑑仰と鰍衣はその無智と相まって圧網者の非道なイデオロギーを無条件
に招じ入れ屈従的，運命的な　K911∂！－IYrが数多く生れた。それによって大衆の知性は深い眠り
におち，未来への夢は行方を失い暗黒と貧困と忍従の淵に沈んで行ったのである。“HY煮al／liXblK
eMKθ1－IYr・us93an6iip．　G毅を閉じる前に罪を祈れ）”，‘℃a三｛ca｝｛cal至aa　xy双aJlg，　caxbcaH　3ypxaH
YHgH9（考えた事は眺，守護せしみほとけは真）”，“IVIaaHi・iyaac　I・lx　｝｛oMvySl（ナムアミダブツよ
り大いなる教典はなし）’～“93珊xaaHbl　XYYJ王b　3H双∂濯競，　sp．llar　xaa．Hbl　TO，Hb　a瓢aar頭．（主君
の法に誤り無く，閥魔の鏡に誤りなし）の如きである。
　しかし又一薗，反黄教，反封建の思想も彼等大衆の唯一の武器であるIESI．ISYI　Yrの中で“Yc∂r
6困rg∂p　rgrsgp21gr，　CyC∋r　6MlilPSn930，1　yHxap，qar（読み書きで知能を磨き，信仰によって愚昧
になる）”，“BYT∂潔頭肥瓢bm　BY閃∂Hb　xar響x謡．（才能のないラマのラッパは破れている）”，
“Xθllee　To加co服aMaac　ryy　T磁pcog　Rox醗A99p．（地方をまわるラマより畦をまわる犬の方
がましだ）”等と悲しい抵抗を試みていた事も事実である。岡蒔代に相茅盾する思想の囎u頒Yr
があったとて何の不愚議もない。入の両眼が左右に位置する如くモンゴル入民はその生活を時代
の流れに沿ってあらゆる視野から素替且つ自由にありのまま，恩うままを語ったに過ぎず，如何
なる虚飾も作為もない赤裸々な思想と芸術としてu31ZSH　yrの真価は存在するのである。従っ
てミ黄教讃美の11DKDH　Yrが支配階級の入達によって捏造され或は彼等に利益する撫く巧妙に
改蜜されたミとする現在モンゴルの一部学考によってなされている今田的見解は決して妥嶺であ
るとは思われない。
　モンゴルに於けるU3聡Hyrの研究は今ようやくその緒についたばかりであり，最近口承文
芸の蒐集，調査が急速になされている。今後研究成果のあらわれるにつれLeSttSH　Yrに関する
種々の問題点が次々と提起される事と思う。
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　　ngllSH　yr，　Ol｛bcro，歌謡詩及び古典文学にみられる多くの比喩等の口承文芸はモンゴル文学は
　勿論，民族学，土俗学，雷語学の面に於ても非常に興味ある考究対称である。我が国に於てもそ
　の資料蒐集や調査研究が今後のモンゴル研究にとり重要な課題の一つである事は庫す迄もない。
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　　11Sll∋H　Yrは口承文芸たる性格上火部分口語体を以て語られるのは当然であるが文法上若干注
　意すべき点もあり以下それらにつき述べてみたい。　（但しMDpr31｛Yrはその本源を書物に求め
　る関係上文語的表現が多くみられる。δ1嶺pH雌Y3YYp3sc　Tol’・1’MOLI　yc　rapMyyβ器田融．EEoTop
　9．qlx∂B　y脳p賦斜6arT！EYY．な爾筆の先からは間断なく水滴が出，書物の中に色々な事柄がすべて
　含まれますミの如くである）
　　1．代理副動詞一Har，－herは現代モンゴル語では殆んどその形をみないが！CgllgH　Yrでは造
　格形同様一x3ap（－xoOp，一一xsgp）の語末形をとり典常に多く用いられている。邦語のミ～より，
　～の代りにミが当り，奪格形と近接した意味を持つ故，間違って造格の奪格的駕法ととられ易
　い。しかし奪格形を用いた場合の如く純粋に比較を表わさず他の語を以て置きかえるとすればL
　XblH←XI・lilH）OPOI・IAであるe従って奪格が比較の意に溺いられる時には比較と剛警にその結
　果を要求するのが普通である。代理離動詞では後に勤講の命令形をとる。これを対比すれぱ
　　　　H∋p　xyraPCほaac　　　　　　　　男c　xyrapcaH　HI）　A3e歪）．
　　　　名誉が監損した事より　　　　畳が折れた事の方がましだ
　　　　H∂P∂DxyraAaxaap　　　Scaa　xypa，rr．
　　　　名誉を殿損するより　　　　　　骨を折れ
　となる。以下代理副動詞の使用例を若干あげる。
A簸MxYH舳r∂pg　6◎noxoop　Yxc31｛xY冊盒Agp　60n．（生きた人の証人たるより死入の枕となれ）
　　　　AHraX＞K　XYJ！∂sx9∂P　Axくみna＞i｛CYP．
　　　　（EIを開けて待ちもうけるより働いて学べ）
　　　　AHraa　ponoxoop　Aauraa　ron．
　　　　（碗をさげすむより品行をさげすめ）
　　2．llgl19H　yrに罵いられる鼻常に多くの名詞が語尾に一nをとる。これはそのままKDL1∂H　yr
　の古さを物語るものであり，且つ音韻数果を生かしたものと考えられるが現代語法からみて例外
　或は誤りと認める可きものが僅かではあるが存在する。例えばBar繊aa　MOMOHA　cypg　li2ZDPT30
fiB｝K　cyp！に於けるHoMOHJIの1・1，或はXo＞KMblH　cYY．nHD∋C　eHeorxim　YYiilM．に於けるcYYル
　1・｛3SCの1｛がこれである“，
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　3．－caFI（－COH，－cgH，－c3葦｛）は通常形動詞語尾として次の名詞を修飾するか，文末に在っ
て一般に過去を意味する。しかし次の例ではTaPKa，　xyBIIacと共に名講旬となり主部を構成す
る。又その場合必要と思われる主格の助詞Hblが省かれている。
　　　TaPiia　HθθceH　encexe双cryCTail
　　　XyBKac　Hθ（∋cgH　xY営T3王｛双TycTa負．
　　　（穀物を保存するは餓に役立ち，衣服を保存するは寒さに役立つ）
　更に次の如き場合はarcapcaHに形態，音韻をそろえる為にa班a甑に一caHが接尾されたも
のである。
　　　ArcapcaH　XYHA　AM　affratkCKhl　xsp∂rrY銑．
　　　（職を辞した入に［コを開く必要はない）
　4．3》B　rg双9P　x5｛3raaprY最　∂p八9M　r3A∂r　琶ρoo護rY婁i．
　　（和合というものは際限がなく徳というものは底がない）
　　Ba齢aa　rsnsr　E］）BnpsXT∋ti　a双顯．
　　（あったという事はこわれる事と同じ）
　rSkgrは動詞rs一に多回体を示す形動詞語尾一kDrを付したものであるが上例の場合主格
の助詞を兼ねている。この種の例は比較的多い。散文的に考えれば次に来るHblが省かれてい
るとみる可きであろう。
　　　A瓢FSM〈aTJIara　1皿HP　qa八a護r∂＞1〈双aaraa　lilHr’
　　　（口は立派な手斧の麹く能力は大きな荷馬者の如し）
　ra＞Kが主格助詞として使用された例である。なお次の場合rs》Kは単なる接続的意味ではなく，
譲歩副動詞に近い機能を持つと解される。
　　　13ara　r3♪K　　　　Ba営xry鼓r39C　6ararY荊．
　　　（少いといっても無いよりも多い）
　5．次の二例はそのままでも意味は通るがtl　rgCSH，－Aが共に主格をあらわしている。
　　　Bara　J玉vgcsH　roMAon　BaJla麹JI　rgc∂H　30B誕oH．
　　　（小といっても悲しみ→小なるは悲しみ無学といっても悩み→無学なるは悩み）
　　　BaP及aH双ca搬｛rY黄欝a涯双a｝級，ayπaaHry益．
　　　（高慢にあっては善くない→高慢は善くなく，裸にあっては暖かくない→裸は暖かくない）
　6．USI1∋H　Yrの或る種の形態にあっては当然予期出来る動詞を故意に省略し詩として冗慢を避
けると共に音楽的調和をはかり，余情を残して内容にふくらみを持たせている。以下はその例で
ある。
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　　　ApaaTHblr　apraap　AAyy　M”aAtslr　yypraap・
　　　（野獣を策で　家畜をウルガで一〔捕える〕）
　　　ByxblH　xaMpblr　HyAapraap　Bypyy　xY｝曲P　Yr∂∋P・
　　　（牡牛の鼻を潔骨で　間違った人を言葉で一一〔打つ〕）
　　　qOHO　Hb　X◎HKO　Baffi｛Hb瓢｝・yraa・
　　　（狼は羊を　金持は貧乏人を一一〔喰う〕）
　　　∈）α磁rECDep　TyCbir　Tycユap．
　　　（怨みをば怨みで援助をば援助で一〔報いる，込す〕）
　7．麺めて少数ではあるがUgUgH　Yrに於て与格が省略される。詩形態としての簡潔と特殊性
によるものであろう。
　　　XYH｝lil　ra3ap》Kapraxaap　θθP磁搬ra3Rp　30B．
　　　（他人の土地でたのしむより際分の土地で苦しめ）
　　　∂PXYH　rgPT　Topθθ，q　X∂∂P　yXAsr・
　　　（男子はパオに生れて荒野に死すもの）
　　　Xen双yY　ra33P　M◎AOH　raAaC　IIIaax・
　　　（凍結した地菰に木の杭を打込む）
しかし猶よく調べてみねば判らぬが古くra3ap，　xgep等場所や地方を表わす或る特定の語には例
えばra3paa，　x∋∂p9∂の如く与格を付したと同様の意味があったのかも知れない。
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　119Li∂H　Yrは古い需葉や方言がそのまま（一部言葉や内容の変化したものもあるが）今購迄語
り伝えられたものであるが語句の意味や接尾辞等の需法に不明のものが存在する。次に挙げる’ド
線の部分がそうである。前後の関係から凡その推察が曙能なものもあるが年代的，地域的背景を
詳しく研究した上でなければ単純に推断する事は許されない。
　1）A策く顯護a》K6a負Maa獄oπ及双or　APBvm＞f〈3揃翅旦6afiX〈Aar．
　2）AmiBaa　xapr舩r　qlKHis　caaTyygAar　A双a丑MYy　flBA，lblr　Y勲uaYYaAsr　apx9．
　3）AMaH双Dgpsg　agKr　xYH　6ypxaH　IIInr　Aqiip　A∋∂p∋g　xopT　aBpara釣loro薮urMp．
　4）ApxHHb夏aHqyy　CapxaAbm　caH＞fcyy．
　5）Bap蹴caxa解a藍eBreH　60．90B・i　BaFa　3a最Maa｝K　eTθ丑ceH　fo）f．
　6）Apbc　Hooc　6a薮澱aaRb　6asH　Apra．E　TY護田6a蕗MaaHb　AyLlaaH．　　（勤講6aR　と助詞MaaHb
　　　　　　　　　　　　　　の一語化したもので機能的には6aBx　MaaHbとみられる）
この外，モンゴル及びモンゴル人古来の風俗，慣習，宗教それに歴史的背景の理解の上に立たな
ければ内包する意味の把握が到底不可能と思われるill31119H　YCも多い。しかし乍ら此等の究明
については猶，豊寓な文献，資料に基づく研究成果にまたねばならず今後相当の時顕を要するも
のと思わねばならない。
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